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は じ め に

　福島県裏磐梯地域は磐梯山，吾妻山，安達太良山に
囲まれた高原地域である。裏磐梯地域には1888年に生
じた磐梯山の水蒸気爆発によって吹き飛ばされた岩石
や，山体崩落によって磐梯山北側に流下した岩屑なだ
れが堆積し，広大な荒れ地となった場所があり，そこ
では岩石や岩屑なだれの堆積によって河川が堰き止め
られ，桧原湖，小野川湖，秋元湖のような大きな湖
沼が形成された。また，岩屑なだれ堆積物の丘状の
高まり（＝流れ山）の間に水が貯まって五色沼湖沼
群などのような小さな池沼が多数形成された（冨田

（編），1994）。大型湖沼には多数の流入河川があり，
また，桧原湖の流出河川である長瀬川は小野川湖を経
由し，秋元湖から流出する流れを合流して表磐梯地域
へと流下する。このように裏磐梯地域は河川や細流な
どの流水域，湖沼や池沼のような止水域など，多様な
水環境に恵まれた地域であり，それらの水環境に生息
する底生動物に関する調査が実施されてきた（増渕・
塘，2013；塘・増渕，2014；大平・塘，2013，2015，

2018；塘ら，2016）。しかし，河川に生息する底生動
物に関しては，武田ら（2015），大平・塘（2015），塘・
横山（2020）によって桧原湖から猪苗代湖までの流域
全体で網羅的な調査が実施された長瀬川を除けば，ど
の河川においても調査地点は多くても２ヶ所で，その
河川で網羅的に調査されたとは言えない。
　ところで，河川や湖沼にはトビケラ類を寄主として
利用する寄生蜂であるミズバチ類（ヒメバチ科ミズ
バチ属）が生息するが，裏磐梯地域でも桧原湖北西
部の流入河川である会津川下流と桧原湖南西部の流
入河川である雄子沢川の雄子沢橋付近からミズバチ
Agriotypus gracilis Waterstonが記録されている（大平・
塘，2013，2015）。しかし，ミズバチの寄主であるニ
ンギョウトビケラGoera japonica Banksは，会津川下
流からは記録されているが，雄子沢川からは未発見で
ある。一方，雄子沢川にはミヤマミズバチの寄主であ
るニッポンアツバエグリトビケラは生息している（会
津川下流からニッポンアツバエグリトビケラは記録さ
れていない）（大平・塘，2015）。そこで本研究では，
雄子沢川にミズバチの寄主であるニンギョウトビケラ
が分布しているのか否かを明らかにし，雄子沢川に生
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息するミズバチ類の生態に関する知見を蓄積すること
を目的として，雄子沢川に６つの調査地点を設け，そ
の底生動物相の網羅的な調査を実施した。

調査地点と調査方法

　本研究の調査地である雄子沢川は阿賀野川水系の一
級河川である。雄国沼北東部の標高1,083ｍの地点を
発出し，桧原湖南西部の標高823ｍの地点へ流入する
流程約4.4㎞の河川である（図１）。雄国沼の流出部か
ら約2.9㎞下流の場所から桧原湖流入部直上までの間
に６つの調査地点を設定した（図１，２）。これら６
つの調査地点はすべてＡ型の河川形態を呈し，底質
は砂礫質・礫質で，河畔植生はジュウモンジシダ－
サワグルミ群集であった（環境省自然環境局生物多
様性センター，自然環境調査Web-GIS（植生調査１
/25,000，第６-７回自然環境保全基礎調査植生図），
URL：http://gis.biodic.go.jp/webgis/）。 た だ し，
調査地点周辺にはブナ－ミズナラ群落，オオバクロモ
ジ－ミズナラ群集，チシマザサ－ブナ群団，スギ・ヒ
ノキ・サワラ植林，カラマツ植林などの植生も見られ
る（植生自然度区分における凡例の名称は自然環境調

査Web-GISで使用されたものである）。
　各調査地点の河川環境として，川幅，流速，最大水
深，水温，COD，DO，ECの値を測定した。川幅は
2021年10月に巻き尺で，流速は2021年７月と９月にプ
ロペラ式ハンディ流速計（セネコム社製）を用いて河
川内の５ヶ所で，最大水深は７月，９月，10月に流速
計の柄に刻まれた目盛りを用いて測定した。水温と
ECは７月，９月，10月にpH/ECメーター（HANNA 
Instruments社製）を用いて，DOは７月と10月に溶
存酸素計（FUSO社製）を用いてそれぞれ河川内の３ヶ
所で測定した。CODは７月，９月，10月にパックテ
スト（共立理化学研究所製）を用いて河川内１ヶ所で
簡易的に測定した。６つの調査地点の水質を含む河川
環境の測定結果を標高・底質とともに表１に示した。
調査地点１（St.1），調査地点５（St.5），調査地点６

（St.6）は，夏季は河川の上空が河畔林の林冠鬱閉の
ために暗かった。これら３つの調査地点の中でSt.6
の林冠が最も鬱閉されていた。また，調査地点２（St.2）
の上空も雄子沢橋によって遮られており，暗かった。
調査地点３（St.3）と調査地点４（St.4）は河川上空
が開けており，明るかった。
　底生動物の採集は，各調査地点に流程に沿って５ｍ

図１　調査地位置図
雄子沢川は流程約4.4㎞の河川で，雄国沼北東部を発出し，裏磐梯地域を流れ，桧原湖南西部
に流入する。本研究では雄国沼の流出部から約2.9㎞下流の場所から桧原湖流入部直上までの
間に６つの調査地点（St.1-St.6）を設定した。
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の調査範囲を設定し，その範囲内で2021年７月23日と
11月３日にそれぞれ目合１㎜，フレーム幅40㎝の水生
昆虫稚魚すくい網（HOGA社製）を用いた20分間のラ
ンダムサンプリングと，目合0.3㎜，25㎝×25㎝角の
サーバーネットを用いたコドラートサンプリングを調
査地点につき２ヶ所で実施した。採集した底生動物は
70%エタノールで固定し，実体顕微鏡を用いて可能な
限り種まで同定した。また，６つの調査地点において，

トビケラ類に寄生したミズバチ類の老熟幼虫が形成し
たリボン（トビケラ類の巣内で繭を作って蛹化したミ
ズバチ類の蛹が呼吸器官として利用すると考えられて
いる構造物）が伸長するトビケラ類の巣を2021年７月
18日，９月１日，10月25日に採集した。

図２　調査地
Ａ．St.1，写真奥が下流側（標高約880ｍ，2021年７月17日撮影）。Ｂ．St.2，写真奥が上流側で（標高約874ｍ，
2021年７月23日撮影），上空を雄子沢橋によって遮られている。Ｃ．St.3，写真奥が上流側（標高約865ｍ，
2021年７月17日撮影）。Ｄ．St.4，写真奥が上流側（標高約859ｍ，2021年７月17日撮影）。Ｅ．St.5，写
真奥が上流側（標高約853ｍ，2021年７月17日撮影）。Ｆ．St.6，写真奥が上流側で（標高約823ｍ，2021
年７月23日撮影），この場所から約10ｍ下流で桧原湖に流入する。

２Ａ２Ａ

ＤＤ ＥＥ ＦＦ

ＢＢ ＣＣ

　表１．雄子沢川で底生動物相調査を実施した各調査地点の標高，底質と河川環境
←上流側（雄国沼） 下流側（桧原湖）→

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St. 6
標高（ｍ） 880.4 874.3 864.6 859.3 853.4 822.5
川幅（ｍ） 6.7 5.7 6.4 5.8 4.5 5.0
底質 砂礫質・礫質 砂礫質・礫質 砂礫質・礫質 砂礫質・礫質 砂礫質・礫質 砂礫質・礫質
流速（㎝/s） 12.2-76.2 0-61.0 0-67.1 0-76.2 12.2-76.2 3.0-149.4
最大水深（㎝） 31 24 27 37 26 35

水温（℃）＊ ７月 13.0 12.8 13.3 13.6 14.2 14.7
10月 8.3 8.8 9.1 9.3 9.4 9.6

COD（㎎/L） ７月 0.5 2.0 1.0 0.5 2.0 2.0
10月 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

DO（㎎/L） ７月 20.1-23.5 21.4-24.2 19.3-22.4 22.5-25.5 22.2-26.0 13.5-20.3
10月 18.5-18.8 18.5-18.8 17.8-18.4 17.4-17.8 17.8-17.9 17.7-17.8

EC（μS/㎝） 35-39 35-38 34-39 35-39 35-39 37-41

　＊３ヶ所の測定結果の平均値

—　　—61



福島大学地域創造　第34巻　第１号　2022.9（10078）

データの解析方法

　調査地点間の底生動物相の類似度は，統計解析の
フリーソフトウェアであるR version 4.2.1（R Core 
Team，2022）を使用したクラスター解析によって解
析した。クラスター解析はランダムサンプリングとコ
ドラートサンプリングによって得られたサンプルの在
不在データを用いて，Jaccard距離（vegdist関数）と
hclust関数を使用し，Ward法によって実施した（hclust
関数のbinary距離を用いた解析も実施したが，その場
合も得られたデンドログラムの樹形は同じであった）。
なお，ミドリカワゲラ科の属未同定種群，ヌカカ科の
属未同定種群，ユスリカ科の属未同定種群，ウズムシ
科の属未同定種群は複数種を含む可能性が高いが，解
析ではそれぞれを単一種とみなした。

結　　　果

雄子沢川の底生動物相
　本研究における調査によって，裏磐梯地域を流れる
雄子沢川の６つの調査地点から７月と11月の２回の調
査で，合わせて55科80属101種群の底生動物が記録さ
れた（属を同定できなかった種を複数含む可能性が高
い場合は「種群」と表記することとする，表２）。ミ
ズダニ類とミミズ類は科を同定することができなかっ
たため，表２には含めなかったが，これらを含めると
103種群の底生動物が記録されたことになる。採集さ
れたサンプルの中には体サイズが小さく，属の同定や
種の同定ができなかった個体が多数含まれていたが，
同じ科に属する属で種同定された種が記録されている
場合や同じ属に属する種が記録されている場合は，表
２には含めなかった。ヒメドロムシ科で種同定できた
のは成虫が記録されたムナミゾマルヒメドロムシだけ
であったが，属未同定の幼虫がすべての調査地点から
記録された。これらの幼虫の中にはムナミゾマルヒメ
ドロムシが含まれている可能性もあるが，表２には

「ヒメドロムシ科属未同定種群（幼虫）」として含めた。
記録された底生動物はほとんどが水生昆虫で，カゲロ
ウ目６科13属22種群，トンボ目２科２属３種，カワゲ
ラ目７科18属19種群，ヘビトンボ目１科１属１種，ア
ミメカゲロウ目１科１属１種群，トビケラ目19科23属
32種群，コウチュウ目５科６属６種（ヒメドロムシ科
の幼虫は含まない），ハチ目１科１属１種，ハエ目10
科12属13種群，合わせて98種群となった。水生昆虫以

外の底生動物はヨコエビ目マミズヨコエビ科のフロリ
ダマミズヨコエビ，マルスダレガイ目マメシジミ科の
属未同定種，ウズムシ目サンカクアタマウズムシ科の
属未同定種の３種群だけであった（表２）。６つの調
査地点から記録された種数（ヒメドロムシ科の幼虫は
含まない）はSt.1からは61種，St.2からは66種，St.3
からは71種，St.4からは最も多い73種，St.5からは69
種，St.6からは最も少ない51種であった（表２）。
　６つの調査地点それぞれから記録された底生動物の
在不在データを用いたクラスター解析の結果を図３に
示した。非類似度0.35を基準にすると，St.1，St.2，
St.4と，St.3とSt.5がそれぞれクラスターを形成した。
St.1，St.2，St.4からなるクラスターではSt.1とSt.2
からなるサブクラスターが形成されたが，St.4との違
いはごくわずかであった（図３）。桧原湖流入部に最
も近いSt.6は他の５つの調査地点とは底生動物相が
異なることが示唆された（図３）。

St.6 St.4 St.1 St.2 St.3 St.5

非
類

似
度

３

図３　�調査地点間の底生動物相の類似度に関する
デンドログラム
調査地点間の底生動物相の類似度は，統計解析の
フリーソフトウェアであるR version 4.2.1を使
用し，各調査地点で記録された底生動物の在不在
データに基づいて，Ward法を用いたクラスター
解析によって解析した。非類似度0.35を基準にす
ると，底生動物相は「St.1，St.2，St.4」と「St.3
とSt.5」と「St.6」の３つに分けられた。桧原湖
流入部に最も近いSt.6は他の５つの調査地点とは
底生動物相が異なることが示唆された。
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雄子沢川から採集されたミズバチ類
　ミズバチ類に寄生されたトビケラ類は６つの調査地
点すべてから記録された（表２）。トビケラ類の巣を
解体して，寄生しているミズバチ類のステージを確認
したところ，７月18日に採集したトビケラ類からは老
熟幼虫（前蛹を含む）は見出されず，蛹だけが見出さ
れたのに対して，10月25日に採集したトビケラ類から
は老熟幼虫（図４Ａ）と蛹の両方が見出され，むしろ
老熟幼虫の方が多かった（表３）。また，７月23日に
実施したコドラートサンプリングによって，St.6から
ミズバチ類の１齢幼虫が採集された（図４B）。なお，
７月，９月，10月のいずれの月においても，トビケラ
類の巣からミズバチ類の形成したリボンの伸長は認め
られるものの，巣内にミズバチ類の老熟幼虫や蛹が見
出されないものが認められた（表３）。

考　　　察

雄子沢川の底生動物相の調査地点間の比較
　本研究で底生動物相調査を実施した６つの調査地点
の底質はすべて砂礫質・礫質で（表１），河畔植生も
ジュウモンジシダ－サワグルミ群落で共通していた

（環境省自然環境局生物多様性センター，自然環境調
査Web-GIS（植生調査１/25,000，第６-７回自然環
境保全基礎調査植生図））。10月の川幅はSt.5とSt.6
がやや狭く，それぞれ4.5ｍと5.0ｍであったが，それ
以外の地点は5.7-6.7ｍの間であり（表１），調査地点
間で極端に異なる訳ではなかった。水質にも調査地点
間に顕著な違いは認められなかった（表１）。しかし，
各調査地点の底生動物相について，底生動物各種の在
不在データに基づいてクラスター解析を実施したとこ
ろ，底生動物相はSt.6とそれ以外の調査地点との間
で異なることが示唆された（図３）。記録された種数
はSt.1-5はすべて60種以上であったのに対して，St.6
は51種と最も少なかった（表２）。その調査地点だけ
で記録された調査地点固有種の数は，St.3が９種と多

かったが，それ以外の調査地点では３種か５種であり，
調査地点間で大きな違いはなかった。一方，その調査
地点でだけ記録されなかった種の数は，St.1-5は１-
４種であったのに対して，St.6は９種（St.6でだけ記
録されなかった種：ヨシノマダラカゲロウ，ユミモン
ヒラタカゲロウ，クロヒゲカワゲラ，ニッコウアミメ
カワゲラ，タシタナガレトビケラ，アミメシマトビケ
ラ，ウルマーシマトビケラ，ペリコマ属の一種（チョ
ウバエ科），アシマダラブユ属の一種）と多かった

（表２）。記録された種数が少なかったことと他の調査
地点には生息している種が記録されなかったことが，
St.6と他の調査地点との間の底生動物相の違いの原因
ではないかと思われる。St.6の底生動物相が他の調査
地点のそれとは異なる要因は，St.6は桧原湖への流入
部直上（桧原湖とは約10ｍしか離れていない）であり

（図１），止水域である桧原湖の影響を強く受ける場
所に位置するためであると思われるが，St.5との距離
が離れていることも要因の一つかもしれない。St.5と
St.6との間は約740ｍ離れているのに対して，St.1か
らSt.5までの距離は約660ｍしかない。St.1からSt.6
までの間，雄子沢川の河川勾配は比較的緩やかで，調
査地点間で底質，河畔植生，水質に顕著な違いは見ら
れなかったが（表１），底生動物相は桧原湖に近づく
につれて緩やかにではあるが，変化しているのかもし
れない。なお，St.6だけが1888年の磐梯山噴火による
山体崩壊によって岩屑なだれ堆積地となった場所であ
るが（国土地理院火山土地条件図「磐梯山」，2003年
３月公開），上述したように現在は河川環境や河畔植
生に他の調査地点との違いは認められなかったため，
1888年の磐梯山噴火の影響で底生動物相が他の調査地
点とは異なるとは考えられない。

雄子沢川の底生動物相
　雄子沢川ではこれまでに本研究におけるSt.2と同じ
場所において，大平・塘（2013，2015）が底生動物相
調査を実施し，54種の底生動物を記録している（大平・

　表３．７月，９月，10月にニッポンアツバエグリトビケラの巣内から採集された
　　　　ミヤマミズバチのステージ等

老熟幼虫（前蛹を含む） 蛹 ステージ判別不能＊ 空＊＊

2021年７月18日 0 8 5 6
2021年９月１日 0 0 2 1
2021年10月25日 8 3 6 7

　　＊巣内から個体を上手く取り出せず，ミヤマミズバチの後胚発生ステージを特定することができなかった。
　＊＊ミヤマミズバチが形成したリボンは認められるものの，巣内に個体が認められなかった。
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塘（2015）は雄子沢川から記録された底生動物の種数
を47種群とし，それには大平・塘（2013）の結果も含
むとしているが，大平・塘（2013）が記録したウェス
トントビイロカゲロウ，シロハラコカゲロウ，ユミモ
ンヒラタカゲロウ，ユビオナシカワゲラ属の一種，イ
ノプスヤマトビケラ，ウルマーシマトビケラ，ヒゲナ
ガガガンボ属の一種の７種が含まれていない）。大平・
塘（2013，2015）がSt.2から記録した種のうち，キ
イロヒラタカゲロウEpeorus aesculus Imanishi，タニ
ヒラタカゲロウE. napaeus Imanishi，オビシタカワゲ
ラ属の一種Obipteryx sp.，セスジミドリカワゲラ属の
一種Sweltsa sp.，カミムラカワゲラKamimuria tibialis

（Pictet），アサカワヒメカワゲラ属の一種Kagotus 
sp.，コグサヒメカワゲラ属の一種Ostrovus sp.，ヒ
メカワゲラ属の一種Stavsolus sp.，クワヤマナガレ
トビケラRhyacophila kuwayamai Schmid ，トランス
クィラナガレトビケラR. transquilla Tsuda，ヒロオカ
クツツトビケラLepidostoma bipertitum（Kobayashi），
ヤマガタトビイロトビケラNothopsyche yamagataensis 
Kobayashi，セトトビケラ属の一種Setodes sp.，トウ
ヨウグマガトビケラGumaga orientalis（Martynov），
モンキマメゲンゴロウPlatambus pictipennis（Sharp），
ミ ズ ム シAsellus hilgendorfii Bovallius（ ワ ラ ジ ム シ
目ミズムシ科）の16種は本研究では記録されなかっ
た。また，大平・塘（2018）が雄子沢川の標高929ｍ
の場所で2016年５月21日，６月12日，10月14日に採
集した底生動物のうち，ハルホソカワゲラ属の一種
Perlomyia sp.（５月21日，ただしオス成虫），ホタル
トビケラ属の一種NA Nothopsyche sp.NA（６月12日）
の２種も本研究では記録されなかった。これらを本研
究で記録された101種群に加えた119種群が現在までに
雄子沢川から記録された底生動物（科まで確定された
底生動物）である。大平・塘（2015，2018）は，底生
動物相調査を春期（2014年５月10日，2016年５月21日）
にも実施しているため，大型の幼虫が春季の河川に見
られるタニヒラタカゲロウ，シタカワゲラ科（オビシ
タカワゲラ属），アミメカワゲラ科（アサカワヒメカ
ワゲラ属，コグサヒメカワゲラ属，ヒメカワゲラ属），
ホソカワゲラ科（ハルホソカワゲラ属）が記録された
ものと考えられる。これらの種は夏季や秋季の河川で
は体サイズが非常に小さく，採集された個体は種同定
が困難なため，本研究では未記録となったものと思わ
れる。
　これまでに裏磐梯地域の河川からは250種群以上
の底生動物が記録されているが（大平・塘，2013，

2015，2018；塘ら，2016），本研究によって雄子沢川
から記録された以下の12種は裏磐梯地域から初記録と
なる種である：マエグロヒメフタオカゲロウ，ヤセコ
ヤマトビケラ，クダトビケラ属の一種，ヨツメトビケ
ラ，サワダマメゲンゴロウ，マルガムシ，クロマルハ
ナノミ，ヒラタドロムシ，ミヤマミズバチ，ニッポン
ホソカ，アクチナ属の一種（ミズアブ科），マメシジ
ミ科の属未同定種。
　カゲロウ目のヒメフタオカゲロウ属の種は複数種
が裏磐梯地域の河川から記録されているが（大平・
塘，2015），種同定されたのはヒメフタオカゲロウ
Ameletus montanus Imanishiのみであった（大平・塘，
2018）。本研究で雄子沢川から記録されたマエグロヒ
メフタオカゲロウは裏磐梯地域からの初記録種であ
る。裏磐梯地域では河川上流域から記録されるトン
ボ目の種数が少ない。一般に河川上流域からはニホ
ンカワトンボMnais costalis Selys（カワトンボ科），ヒ
メクロサナエLanthus fujiacus （Fraser）（サナエトンボ
科），ミルンヤンマPlanaeschna milni （Selys）（ヤンマ
科）が記録されることが多いが，裏磐梯地域ではニホ
ンカワトンボの記録は五色沼湖沼群を繋ぐ流水域と長
瀬川のみ（塘・増渕，2014；大平・塘，2015），ミル
ンヤンマも桧原湖西部の小さな沢からのみ（大平・塘，
2015），ヒメクロサナエについては，成虫は記録され
ているが（塘・増渕，2014），幼虫は未発見である。
雄子沢川からトンボ目の幼虫はムカシトンボ，モイワ
サナエ，ダビドサナエの３種しか記録されていない（表
２）。雄子沢川ではカワゲラ目のミヤマノギカワゲラ
がSt.4にノギカワゲラと同所的に生息することが確
認されたが（表２），本種は裏磐梯地域においては雄
子沢川以外の河川からは記録されていない（大平・塘，
2015）。ミヤマノギカワゲラは福島県レッドリスト掲
載種（情報不足）であり，雄子沢川は本種にとって貴
重な生息地である。ノギカワゲラは福島県内の河川上
流域には比較的普通に見られる種であるが，裏磐梯地
域では雄子沢川以外からは記録されていない（大平・
塘，2015，2018）。
　裏磐梯地域からはヘビトンボ目が３種記録されて
おり（塘ら，2016），ヘビトンボProtohermes grandis 

（Thunberg） とクロスジヘビトンボは長瀬川と桧原湖
北部の流入河川である長井川や大川入川に生息してお
り，個体数も多いが，雄子沢川からはこれまで両種と
もに未記録であった。本研究によって雄子沢川にはク
ロスジヘビトンボが広範囲に分布することが明らかに
なったが（表２），ヘビトンボは記録されなかった。
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前述したように，大平・塘（2013，2015）は雄子沢川
からミズバチを記録しているが，その寄主であるニン
ギョウトビケラは記録していない。本研究における調
査でもニンギョウトビケラは記録されず，ミヤマミズ
バチの寄主であるアツバエグリトビケラ属のニッポン
アツバエグリトビケラのみが得られた。雄子沢川に生
息するミズバチ類については後述する。
　トビケラ目のカクツツトビケラ科は雄子沢川から４
種が記録されたが，７月23日の調査で得られた葉片か
らなる四角柱の筒巣をもつ大型個体はフトヒゲカクツ
ツトビケラとコカクツツトビケラのみであった。一方，
11月３日の調査で葉片からなる四角柱の筒巣をもつ大
型個体が得られたのはサトウカクツツトビケラのみで
あった（St.5で２個体だけオオカクツツトビケラも記
録された）。山地渓流の上流域に生息するフトヒゲカ
クツツトビケラは，成虫が７-９月に見られることが
知られている（伊藤，2018）。同じく山地渓流生では
あるものの，中下流域に生息するコカクツツトビケラ
は５-10月に成虫が見られる（伊藤，2018）。このため，
これら２種は11月３日には大型個体が採集されなかっ
たのではないだろうか。一方，山地渓流の上中流域に
生息するサトウカクツツトビケラは，早春から初夏に
成虫が見られるため（伊藤，2018），羽化時期が終わっ
た７月23日には大型個体が記録されず，11月３日にそ
れが得られたのではないかと思われる。ツメナガナガ
レトビケラは福島県内の河川では比較的普通に見られ
る種であるが，これまでの裏磐梯地域の河川からの記
録は小野川湖に流入する沢からのものが唯一であっ
た（成虫は中ノ沢川や秋元湖東部の金堀地区の小河川
からも記録されている）（大平・塘，2018）。今回，ツ
メナガナガレトビケラは雄子沢川からも生息が確認さ
れた。ヨツメトビケラは大型（体長約25㎜）で，成虫
の翅には黒地に淡色紋があり（個体によって白色，灰
色，淡黄色と紋の色は異なり，無紋になる個体もいる），
昼行性のため生息していれば目立つトビケラ類である

（丸山・高井，2000；野崎，2016）。山地渓流に多産す
る種であり，福島県内でも大玉村の福島県民の森，南
会津町・昭和村の駒止湿原などの生息地では多産する

（塘ら，2008；塘，2012）。一方，裏磐梯地域からはこ
れまで未記録であり（大平・塘，2015），本研究によっ
て裏磐梯地域から初めて生息が確認された。表磐梯地
域においても稀なようで，記録は滝尻川のもの（2017
年８月５日）が唯一である（大平・塘，2018）。
　コウチュウ目のサワダマメゲンゴロウ，マルガムシ
は裏磐梯初記録種であるが，これらの種もノギカワゲ

ラと同様に福島県内の河川上流域には比較的普通に見
られる。雄子沢川からはモンキマメゲンゴロウとサワ
ダマメゲンゴロウの生息が確認された（cf. 大平・塘，
2013）。両種は同所的に生息するが，後者の分布域の
方が前者よりもより上流域であるとされる（中島ら，
2020）。大平・塘（2013）がモンキマメゲンゴロウを
記録した場所（St.2）は本研究でサワダマメゲンゴロ
ウを記録した場所（St.5）よりも上流なので，雄子沢
川ではサワダマメゲンゴロウはSt.2よりもさらに上
流域にまで分布していると考えられ，その分布域も広
いと思われる。本研究で成虫を確認したヒメドロムシ
科甲虫はムナミゾマルヒメドロムシ（旧名セアカヒメ
ドロムシ）だけであった（ヒメドロムシ科の幼虫は全
調査地点から記録された，表２）。本種は裏磐梯地域
の河川には広く分布しているようであるが（大平・塘，
2015），雄子沢川から得られた８個体はすべて前胸背
板中央の条溝が浅く，中にはほとんど条溝が確認でき
ない個体も見られた（図４C）。各肢脛節はわずかに
赤味を帯びるものの，明瞭な赤褐色を呈する付節と比
較すると各肢脛節は明らかに黒いことから，河川上流
域の渓流環境を好み，個体数も多いとされるスネアカ
ヒメドロムシOptioservus variabilis Nomuraとは異なる
と判断した（スネアカヒメドロムシは前胸背板の中央
条溝が不明瞭で，各肢脛節は赤褐色）。前胸背板の中
央条溝が不明瞭で，各肢脛節が黒色となる種としてス
ネグロマルヒメドロムシO. occidens Kamiteが知られ
るが（中島ら，2020），この種の分布は北陸から中国
地方であるため（佐藤・吉富，2018；中島ら，2020），
該当しないと判断した。雄子沢川のような上流域的な
環境の河川に分布するヒラタドロムシ科甲虫は，St.5
から記録されたヒメマルヒラタドロムシのような渓流
環境に生息する種であると考えられる（表２）。その
ため，St.1から１個体だけではあるものの，ヒラタド
ロムシが記録されたのは驚きである。ヒラタドロムシ
は河川中流域に生息し，やや水質が汚濁した環境を好
むとされる（佐藤・吉富，2018）。本種の成虫は灯火
に飛来するので（林，2011；中島ら，2020），雄子沢
川付近に設置された灯火に誘引されたメス成虫に由来
する個体が今回河川中から記録されたのかもしれない
が，これまでに裏磐梯地域の河川（水質汚濁に強い種
が多く分布する長瀬川を含む）からヒラタドロムシは
記録されていない。
　マメシジミ類（マメシジミ科）は殻長１-５㎜で殻
が非常に薄い二枚貝類である。福島県内のマメシジミ
類については，稲葉・家山（2006）や稲葉（2011）が
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奥会津や奥羽山系の高標高地の湿原，湖沼，阿武隈高
地の湿地や河川，海岸近くの遊水池，南湖から種未同
定の未詳種２種を含む５種を報告しているが，いず
れも水質が良好で低水温の場所である（稲葉・家山，
2006；稲葉，2008）。マメシジミ類は裏磐梯地域から
はこれまで未発見であった。今回，雄子沢川ではSt.3
を除く５つの調査地点から記録されたため（図４D，
表２），雄子沢川には広く分布しているものと思われ
る。アメリカ南東部原産の外来ヨコエビ類であるフロ
リダマミズヨコエビ（生態系被害防止外来種リスト：
その他の総合対策外来種）は，裏磐梯地域の湖沼に
広く分布している（塘ら，2016）。五色沼湖沼群を繋
ぐ流水域にも生息しているが，これまで河川では長瀬
川からしか記録されていなかった（大平・塘，2013，
2015）。今回，雄子沢川の桧原湖流入部に近いSt.6に
も本種が生息していることが確認された（表２）。こ
れは桧原湖に生息している個体群が雄子沢川に侵入し
ていることを示しているが，桧原湖の他の流入河川で

も河口部への侵入が生じているかもしれない。

雄子沢川に生息するミズバチ類
　日本にはミズバチとミヤマミズバチの２種のミズバ
チ類が生息している（小西，2018）。大平・塘（2015）
は雄子沢川からミズバチを記録したが，本研究を含む
これまでの雄子沢川における底生動物相調査では，ミ
ヤマミズバチが寄主として利用するニッポンアツバエ
グリトビケラは採集されたが，ミズバチの寄主である
ニンギョウトビケラは採集されなかった。また，ミ
ズバチはコエグリトビケラ属も寄主として利用する
との報告があり（cf. 津田，1962；川合，1985；谷，
1995），コエグリトビケラ属は雄子沢川から記録され
たが（表２），小西（2018）はミズバチの寄主はニンギョ
ウトビケラのみであるとしている。したがって，寄主
の分布に基づいて考えると，雄子沢川にはミズバチは
生息せず，大平・塘（2015）が記録した「ミズバチ」
はミヤマミズバチであった可能性が高い。

図４　雄子沢川から記録された底生動物
Ａ．ミヤマミズバチ老熟幼虫。2021年10月25日にSt.1で採集された個体。Ｂ．ミヤマミズバチ１齢幼虫。
胴体部の各節背面には長い刺からなる一列の刺列が認められる。インセットは頭部の拡大。白矢印は赤
い色素をもつ眼点を示している。2021年７月23日にSt.6で採集された個体。Ｃ．ムナミゾマルヒメドロ
ムシ。2021年７月23日にSt.3で採集された個体。Ｄ．マメシジミ類。2021年７月23日にSt.5で採集され
た個体。スケールはＡ-Ｃは１㎜，Ｄは２㎜，Bのインセットは100µm。

４Ａ４Ａ

ＤＤＢＢ

ＣＣ
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　ミズバチは頭楯板を側方から見ると前方に強く膨ら
み，角張り，頭部側面を背面から見ると後方へと直線
状に狭まるのに対して，ミヤマミズバチの頭楯板は前
方に丸く膨らみ，頭部側面を背面から見ると後方へと
曲線状に狭まる点で区別できる（小西，2018）。本研
究において雄子沢川から採集されたミズバチ類に寄生
されたニッポンアツバエグリトビケラの巣を解体し，
内部から取り出したミズバチ類の蛹の形態は，頭部を
側面から見たときに頭楯板が丸く膨らんでおり，頭部
を背面から見たときに頭部側面が後方へと曲線状に狭
まっていた。これらのことから雄子沢川に生息するの
はやはりミズバチではなく，ミヤマミズバチであると
考えられる。
　ミヤマミズバチは本州では３月に成虫が多数見
られ，11月頃まで発生が続くとされている（小西，
2018）。本研究では，ニッポンアツバエグリトビケラ
の巣内からではないが，７月23日にコドラートサンプ
リングによってミヤマミズバチの１齢幼虫を採集する
ことができた（図４B）。ミズバチ類の幼虫は尾端に
１対の鉤状突起をもつが，１齢幼虫の突起は長い鎌状
で，短い突起しかもたない老熟幼虫と形態的に区別で
きる（Grenier，1970）。７月18日に採集された，ミ
ヤマミズバチに寄生されたニッポンアツバエグリトビ
ケラの巣内からはミヤマミズバチの蛹が高頻度で見つ
かったが（表３），この蛹は７月中旬以降に羽化する
可能性が高い。７月23日に１齢幼虫が発見されたこと
を考えると，７月は成虫が羽化し，繁殖する時期であ
ると考えられる。雄子沢川と同様に裏磐梯地域を流れ
る中ノ沢川（小野川湖の流入河川）の標高約800ｍの
場所で，６月下旬（2018年６月23日）に河川中からミ
ヤマミズバチのメス成虫を採集しているため（塘未発

表），雄子沢川でも６月下旬には繁殖を開始している
可能性がある。また，ミヤマミズバチに寄生されたニッ
ポンアツバエグリトビケラの巣内からミヤマミズバチ
の老熟幼虫が発見されたのは10月25日であったため

（表３），１齢幼虫が発見された７月下旬から10月下旬
までの３ヶ月の間に，１齢幼虫は老熟幼虫に成長する
ものと思われる（図５）。ヨーロッパに分布するヨー
ロッパミズバチA. armatus Curtisは，卵から４齢幼虫
までの期間が５週間，終齢幼虫である５齢幼虫が２ヶ
月間であることが知られているが（Grenier，1970），
これとの間に大きな違いはない。一方，７月中旬に採
集された，ミヤマミズバチに寄生されたニッポンアツ
バエグリトビケラの巣内からはミヤマミズバチの蛹だ
けが見つかり，老熟幼虫は見つからなかった（表３）。
このことは７月中旬には当年に産卵された卵由来の幼
虫がまだ老熟幼虫にはなっていないことを示唆してい
る。ヨーロッパミズバチが老熟幼虫になるまでに１ヶ
月強かかることを考えると，雄子沢川のミヤマミズバ
チは６月上旬頃から繁殖を開始するか，初夏までは羽
化しないのかのどちらかであると思われる。なお，ミ
ヤマミズバチが年２化であれば，もっと春の早い時期
から繁殖を開始する可能性が考えられるが，寄主であ
るニッポンアツバエグリトビケラは秋羽化のトビケラ
類であり，幼虫は冬から初夏にかけて成長し，前蛹
で夏眠することが知られている（野崎，2018）。ミヤ
マミズバチは寄主の幼虫には産卵しないため（藤丸，
2014），春から初夏までは繁殖できず，したがって，
年１化であると考えられる。上述したように，10月25
日に採集された，ミヤマミズバチに寄生されたニッポ
ンアツバエグリトビケラの巣内からはミヤマミズバチ
の老熟幼虫が高頻度で見つかり，蛹も見つかったが（表

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

蛹

成長

１
齢

幼
虫

成
虫

老
熟

幼
虫

・
蛹

羽化・繁殖・産卵

蛹で越冬蛹で越冬 羽化

５

図５　雄子沢川のミヤマミズバチの推定される生活史
本研究の調査結果に基づいて考えると，雄子沢川に生息するミヤマミズバチは初夏（６
月上旬頃）から羽化すると思われる。１齢幼虫は約３ヶ月の間に老熟幼虫まで成長し，
蛹で越冬すると思われる。上向きの白い実線矢印は雄子沢川で実際に観察されたミヤ
マミズバチの発生ステージとその時期を示している（６月の成虫出現を示す上向きの
白い破線矢印は裏磐梯地域の他の河川である中ノ沢川での記録である）。
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３），この蛹は翌年に羽化する個体である可能性が高
く，当年の羽化は10月下旬には既に終了していると考
えられる。
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